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71年 3月 24日，私は Wilhelm-Platzの Auraにあ
る学長室で Abteilungsvorsteherund Professorに任
命されました。この室には帽子をかぶった数学者 Gauss， 
Grimm兄弟の銅版画がかかっていましたが，この人達
の後輩としてこの大学の教師となれた幸福を昧いまし
た。 Auraというのはの Hannover王，同時に Eng-
landの王であった WilhelmIVから 1837年，大学の 
100年祭に寄贈されたクラシック調の建物です。
辞令 (Urkunde) には Abteilungvorsteher und 
Professorとじて終身の官吏 (Beamteauf Lebenszeit) 
に任命するとあります。 Beamteにはドイツ国籍が必要
とされますが，大学教官は例外です。また大学教官のうち 
Beamte auf Lebenszeitというのは planmasigの教
授だけで、， auserplanmasigProfessor，Dozent (そして
助手も，ただしドイツでは現在でも助手は Uni versi ta ts-
lehrerではありません)などは契約 (0，_6年)の Beamte 
auf Wiederrufですから身分も不安定で常に業績をあ
げ，つぎの契約に備えなければなりません。 ドイツの大
学には Habilitieren (教授資格試験合格)して講師に
なった大学では教授にはなれないという不文律がありま
した(現在は必ずしも守られていないようです)ので特
に学外に自己を示さねばならないのです。このため，自
然に学外との交流が盛になります。当地では大学と 
Max-Planck実験医学研究所の生理・薬理が共同で毎週 
l回，国内外の研究者を招いてコロキウムを聞いていま
す。私も昨年選考に立候補する頃このコロキウムで話し
をさせてもらいました。日本では積極的にそのようなこ
とをすると「あいつは事前運動をしていやがる」といわ
れかねないのは残念なことです。
私への招へいは学内では 70年 7月 13日の医学部会議
で決定になっていたのですが，政府の審査のため，なん
と8ヵ月も任官まで待たされました。数学のシンコウス
キーら歴史的に見ても外国人が教授になっている例の少
くない大学ですが東洋人が教授になったのは始めてのよ
うです。私も任官が実現するまではずいぶん心配もしま
した。
選考の過程を申し上げますと， 70年4月から充足でき
る Abteilungsvorsteherのための選考委員会が結成さ
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れたのは 70年の始りの頃です。委員長 Bauer(神経)。 
Henatsch (生理)， Bretschneider (生理)，の正教授。 
Schulte (小児神経)， Hopt (神経)の apl.教授。 
Blanck (神経解剖)講師が委員でした。 ドイツ圏内，近
くの外国に公募の通知が出され， 4月 15日までに応募
が受け付けられ，そのうち 3人が第 1次選考で残り，こ
の3人に関してはドイツ国内の 5教授，外国の 3教授に
学部長から調査，推せん状の依頼が要請されました。私
の場合，外国 3教授は Granit(ストックホルム， 67年
ノーベル賞)，藤森(札幌)，本間(千葉)の諸教授でし
た。選考委員には履歴書，業績目録，別刷を提出するこ
とは千葉大学の場合と同じです。(千葉の場合， 共著者
のある場合に業績目録に共著者名をあげない方がありま
したが，これは大変おかしなことと思います)申すまで
もなくしかるべき業績の別刷がなくても教授になれると
いうことは，しかるべき大学ではあり得ないことです。
医学部の最高議決機関は医学部会議です。一週おきの
月曜日に聞かれるのは偶然千葉と同じです。しかしその
構成は(当時すでに)正教授 12，apl教授と講師 6，助
手 6，学生 6の計 30名です。選考委員会は選考の経過を
報告します。学生委員は教授選には自ら判断力なしとし
て 1名を残して退場します。(このため人事関係の議題
はいつも会議のあとにおかれるようです)報告について
質議が繰り返された後，大体選考委員会の推す第 1候補
が投票により決定になるということです。私の場合，賛
成 25，白票(おそらく学生の) 1で Berufungが決定
になりました。
千葉大学在職中から教授選考が現状であってはならな
いと考えていましたが，当時の私の考えがほぼ実現した
選考形体で私自身が選ばれたことに満足しております。
教授選に際Lて卒業生であることが有利であるような
ことがあってはならないと思います。優劣きめがたい二
者があって一方が学外に，または他大学卒で、あればむし
ろこれをとり，卒業年の若いものをむしろ取る位の原則
があるようなら千葉大学医学部は近代的な大学になれる
しノーベル賞級の仕事も生まれると思います。私も義理
人情は大好きですが(これの少ない外国に住むと心a情の
国祖国に胸の痛くなる程のあこがれを持つことがありま
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す)学問とは切り離して考えるべきと思います。同窓会
はこの点に関してつつしんで、すぎることはないと思いま
す。また各種委員会の意見は最大限に受け容れられるべ
きと思います。発令順に着席した教授会が最高議決機関
であるというのは世界的に見て，何とも時代おくれで
す。日本の医学部はドイツのシステムを取ったからおく
れているというのは当を得ない言葉です。大学の最高議
決機関の構成を 4(教官，講師以上)， 3 (助手)， 2 (学
生)， 1 (職員)としようとする政府の方針(学長会議の
答申による)に対して，助手， 学生側は 3: 3 : 3 : 2に
せよと言っている当地の現状と千葉大学のそれとを比較
してみて下さい。
昨年 (69年)夏から私の Abteilungや動物室を含め 
(1400 m 2) が進んでいます。この 1/6が私の Abteilung
になります。 (1/3は共同)Abteilungの人員も追々増
加しますので神経生理の分野で研究ご希望の若い方を歓
迎します。本間教授，萩原教授とご相談下さい。
やがて 3週間連日講義をせねばなりません。少しはな
れたつもりですが外国語で講義をするのは何ともつらい
ことです。母校あるいは日本の大学で講義をされている
方々をつくづく羨しいと思います。 
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